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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月6日(2012.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）疎水性溶媒を含むゲルの形態での、組成物の全重量に対して少なくとも５重量％
のポリシリコーン－１１、
　（ｂ）組成物の全重量に対して少なくとも０．５重量％の光学的効果を有する固形粒子
、および
　（ｃ）少なくとも１個のオキシエチレン基および少なくとも１個のオキシプロピレン基
を含むジメチコンコポリオールから選択される、少なくとも１種のシリコーン乳化剤
を含む油中水型エマルション。
【請求項２】
　疎水性溶媒が、少なくとも１種の揮発性溶媒であって、好ましくはデカメチルシクロペ
ンタシロキサンなどのシリコーン油、水素化ポリイソブテンまたはイソドデカンなどの分
枝鎖炭化水素、ならびにそれらの混合物から選択される揮発性溶媒を含む、請求項１に記
載のエマルション。
【請求項３】
　ポリシリコーン－１１が、組成物の全重量の約６重量％から約３０重量％、好ましくは
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約６重量％から約１２重量％の量であり、
　固形粒子が、０．５重量％から２０重量％、好ましくは約１重量％から１５重量％の量
であり、
　シリコーン乳化剤が、０．２５重量％から７重量％、好ましくは約０．５重量％から３
重量％の量である、請求項１または２に記載のエマルション。
【請求項４】
　ポリシリコーン－１１に対する固形粒子の重量比が、１から２の間、好ましくは１から
１．５の間で含まれる、請求項１から３のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項５】
　ジメチコンコポリオールが、セチルＰＥＧ／ＰＰＧ－１０／１ジメチコンおよびＰＥＧ
／ＰＰＧ－１８／１８ジメチコンならびにそれらの混合物から選択される、請求項１から
４のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項６】
　固形粒子が、顔料、真珠、レーキ、粉末、充填剤、日焼け防止剤、およびそれらの混合
物からなる群から選択される、請求項１から５のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項７】
　エマルションがまた、アクリロイルジメチルタウリン酸アンモニウム／ＶＰコポリマー
を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項８】
　１．疎水性溶媒中にポリシリコーン－１１を分散し、ゲルを形成するステップ、
　２．前記ゲルにシリコーン乳化剤を添加し、水相と混合するステップ、
　３．少なくとも１つの光学的効果を提供する固形粒子を添加するステップ
を含む、請求項１から７のいずれかに記載のエマルションを調製する方法。
【請求項９】
　少なくとも１つの光学的効果を提供する固形粒子が、ポリシリコーン－１１の一部に事
前に分散される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１から７のいずれかに記載のエマルションを含む、メークアップファンデーショ
ン。
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